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研究成果の概要（和文）：本研究では、ロバスト性の高い放射線科学文化の創造を目指した新しい放射線ラーニ
ングを、徹底的な最新主義と現場主義、伝達技術の強化とコミュニティへの展開と発信により実現するための活
動を3年間にわたり行なった。最新の技術により放射線影響を「見える化」したデータと、現場から得た試料の
核種分析に基づく被ばく線量推定マップを新たなコンテンツとし、コミュニケーションツールとしては、カード
ゲームを考案し作成した。リスクコミュニケーション技術についても、関連学協会との連携により議論を深め
た。防災教育との接点にも新たに着目し、被ばく医療や緊急時モニタリング等の原子力・放射線防災関連教育も
新たに実践した。

研究成果の概要（英文）：This three-years research project was aimed to create a new radiation 
science culture with high robustness based on the latest local information and strengthened 
communication ability. We have developed new learning contents of radiation effect visualized by the
 frontier technique and of exposure dose-distribution map drawn by the radioactivity of local 
samples. We also made a card-game kit as a communication tool. Communication skills for risk 
management were deeply discussed in corporation with related academia societies. As we noticed the 
importance of education for disaster prevention during the course of this research, radiation 
emergency medicine as well as emergency monitoring were newly involved in our radiation learning 
contents. Overall, many new attempts were made to establish radiation culture in this research, 
which enabled us to brush up current contents and to develop new education tools.

研究分野： 放射線生物学、放射線防護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
放射線の利用領域は幅広く、今後も医療と産業の分野での応用可能性は広がるであろう。また五感では感じられ
ないが精度高く測定できる放射線の物理的特性は、科学教育の素材としても魅力的である。その一方で、新興国
を中心として世界的には増加の傾向にある原子力発電所は、放射線事故のリスクが減ることはないことを意味す
る。我々が行なってきた放射線ラーニング・コミュニケーションの構築とそれに伴う成果物は、どのように社会
的な、そして外的要因が変化したとしても揺らぐことのない、ロバスト性の高い放射線科学文化の創造として社
会に還元されるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 福島原発事故は、放射線に対する一般市民の関わり方を一変させた。管理されているもので
あった放射線は、自己管理する可能性もあるものとなり、生活環境における放射線、放射能と、
その多面的な影響、特に健康影響に関わる基礎的な知識の学びの必要性が生じることとなった。
放射線教育は、単なる放射線の理解促進とリテラシー向上だけではなく、それに基づく安心を
得るための重要な手段として位置づけられるようになった。 
 放射線の学び（放射線ラーニング）は、その専門性の高さから、教える側の知識と技術が必
要とされる。私たちは、このような放射線教育の拡大化、多様化に対応し、誰でも高品質の教
育を提供できるようにするための、コミュニティの参画した新しい放射線教育のための放射線
指導パッケージを開発し、全国各地で使用して実践評価を行い、開発内容をウェブサイトで公
開してきた。それに対して放射線リスクのコミュニケーショは、関わる人の間に意思疎通すべ
き共通の話題があり、その結果が意思決定に繋がることが多く、そこには科学的な判断だけで
はなく心理的な要素も影響する。伝えるため、共に考えるための技術や情報を取捨選択する技
術も必要とされる。 
 ラーニングとコミュニケーションはこのように本来、性格、目的、技術が異なるが、現実に
は完全に分けられるものではなく、福島原発事故後の放射線ラーニングは、リスクコミュニケ
ーションと同時に進行した。情報を伝達するリスク（クライシス）コミュニケーションが事故
直後に始まり、その情報を理解するための基礎知識のラーニングが続き、時とともにその知識
は意思決定に必要なものとなった。このプロセスの質と量には地域差も存在した。災害に起因
する科学的ラーニングとコミュニケーションのこのような時空間的ダイナミズムはラーニング
技術とコミュニケーション技術のミスマッチを招き、多くの混乱を生じることとなった。マス
メディアやソーシャルメディアネットワークの影響も大きい。これらは、我が国の従来の放射
線の科学と文化がいかに脆弱であったかということを示すものであった。 
 
２．研究の目的 
 国内ではこれからも放射線ラーニングとリスクコミュニケーションは同時進行し、学校や地
域における放射線教育もそのことと無縁ではないであろう。そのような状況の中で、私たち自
身も、これまでの研究活動を通して、原発事故後数年を経ても、福島のみならず、国内の各地
に正しく新しい放射線に関する知識と情報が伝えられていないということを痛感した。そして
放射線指導パッケージに含まれる教育コンテンツとその指導サポートファイルの枠を超え、現
場に即した最新の情報を、正しくデリバリーする点を強化すべきことが明らかとなった。そこ
で、これまでの研究活動成果を拡大、発展させ、徹底的な現場主義（現場のデータ、現場で必
要とされているデータ）、最新主義（最新の公開情報、実験結果、学術動向）、さらに伝達技術
の強化と多彩なコミュニティへの展開と発信により、高品質な知識の更新と伝達システムによ
り放射線ラーニングの新展開を図ることを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 新たな教育コンテンツの構築、過去のコンテンツの検証、水平展開、の 3つの方向性を持っ
た活動を同時に進行させた。具体的には下記の通りであった。 
（１）放射線生物学的手法による放射線の健康影響に関するラボワークと、放射線物理・化学
的手法による環境放射線から見た放射線健康リスク評価に関するフィールドワークを併行して
実施し、その結果に基づく新たな教育コンテンツを作成するとともに、原著論文として科学的
発信を行う。 
（２）過去のコンテンツ及び新コンテンツ等を放射線教育技術、リスクコミュニケーション技
術、メディアリテラシー技術の観点から検証、再評価、改訂を行う。 
（３）新たなコンテンツ及び技術を用いたパッケージを学校教育、地域一般教育、専門教育へ
展開し、ウェブサイトの拡張および関連学協会等との連携を介して水平展開と定着化を図る。 
 
４．研究成果 
 

 
 平成 28年度は、放射線影響を「見える化」されたデータと、フィールド試料の核種分析に基



づく被ばく線量推定及び汚染マップを、新たなラーニングコンテンツとして解析、編集し、教
育への適用を開始した。教材として、新たにテキストシリーズ「放射線 Mook」の刊行を開始し
たコミュニケーションツールとしては、カードゲームを考案し、その英語版の作成を開始した。
リスクコミュニケーション技術、メディアリテラシー技術についても、放射線安全管理学会、
日本アイソトープ協会等関連学協会の学術大会等の場に置いて議論を深めた。 

 
 
 平成 29年度は、ラーニング・コミュニケーションコンテンツの作成、ラーニング・コミュニ
ケーションの実践、及び成果物の発信を中心に実施した。放射線防災に焦点を置いた「原子力・
放射線災害と緊急モニタリング」他 1巻を刊行し、従来と同様に印刷物とともにホームページ
からのダウンロードも可能とした。ラーニング・コミュニケーションはメンバーの関係する幅
広い教育機会、幅広い地域で総計 30回以上にわたり展開したが、特色あるものとして、医学部
でモデル・コアカリキュラムに新たに導入された放射線健康リスク科学教育の実施、日本放射
線安全管理学会、日本保健物理学会、日本アイソトープ協会等の全国規模の学術大会の場を利
用した放射線防災等に関する集中ラーニング実践、原子力災害医療体制における医療派遣チー
ム研修、中核人材研修におけるラーニング、全国公募型の学生のためのラーニング機会として、
高自然放射線地域となる三朝・人形峠におけるフィールドセミナー、放射線災害医療ウインタ
ーセミナーを実施した。 
 

 
 平成 30 年度は、最終年度としてラーニング・コミュニケーションの実践を重点的に実施し、
放射線科学文化創造に向けた今後の課題を検討した。座学として、約 280 名であった。放射線
健康リスクのアセスメントと放射線リスクコミュニケーションのためのコンテンツを新たに製
作し、全面的に使用した。これは、放射線の測定→被ばく線量の評価→健康リスクの推定→健
康リスクのコミュニケーション、の一連の流れを解説したもので、当初は緊急被ばく医療従事
者を対象に製作を開始したが、試用の段階で学生の机上演習としても有用なことがわかり、使
用拡大に至った。これらの座学の充実に加えて、フィールド研修も 2度にわたり開催した。実
験室における点線源を用いた実習とは異なり、面線源に囲まれた放射線環境として、福島県川
俣町山木屋地区における Cs-137 モニタリングフィールド（福島原発事故による現存被ばく状
況）、および島根県三瓶山池田鉱泉における高ラドン濃度地下水（高バックグラウンド放射線被
ばく）を訪問し、各種測定機材により空間放射線量率、核種分析等を行った。放射線教育実践
の内容は、国際会議、国際学術誌、国内学術誌で報告した。成果物としてのテキストシリーズ
「放射線 Mook」は HP 公開と各ラーニング機会で配布し、一部の講義用ラーニングコンテンツ
については本研究の HPで公開した。 
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